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2022 年度「市民防災・減災活動公募助成」事業実施報告書 

団体名 特定非営利活動法人御前崎災害支援ネットワーク 

代表者・役職名 氏名         代表理事 落合美恵子    

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 

令和 4 年度 子どもと学ぶ男女共同参画における防災・減災講座及び防災講演会 

２．団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 

 
 
 

 

 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 
2 日間にわたり、男女共同参画という意識を持ちながら、参加者みんなでいくつかの課題に

ついて専門家の意見を聞きながら学ぶものであり、市民、県民への防災減災の啓もう活動でも
あります。東日本大震災での経験から子供を守る学校防災について学び、女性も参画する避
難所での支援についての講座も用意しました。熱海の土砂災害、リニア問題の講演について
は、一般公開とし、市民の皆さん大勢に参加していただきたいと考えました。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 

男女共同参画における防災・減災講座及び防災講演会 （案）  

★1 日目 令和４年９月２４日（土） 

講演 「命の犠牲の上に成り立つ教訓はあってはならない」 

佐藤美香氏（日和保育園遺族有志の会） 

 講演 「ここに生きる」 

八木澤弓美子氏（岩手県おおつちこども園園長） 

 講義 「学校防災マニュアルを考える」 

        永野海氏（弁護士・防災士） 

 講義 「実際の災害と危機管理～感染症の考えも含めて～」 

        秋富慎司氏  （東京曳舟病院副院長・救急外科医師）           

 ★２日目令和４年９月２５日（日） 

 講演 「リニア中央新幹線静岡工区の問題の本質」 

2007 年中越沖地震をきっかけに団体を設立。2013 年 9 月に東日本大震災を機に非営利活

動法人となり、市民の防災・減災の意識向上や自助・共助・協働の推進を図るため、講演会や

研修会を実施して啓もう活動を行っている。助成や子どもの防災意識向上の育成もしている。

また、災害が発生し災害ボランティアが必要とした場合はボラバスを運行して被災地へボラン

ティア活動に行きます。 



     

 

難波喬司氏（前静岡県副知事） 

 講義 「ボードゲームで学ぶ性知識講座」 

       一柳宙氏、石井季歌氏（一般社団法人ソウレッジ）  

 講義 「地域が共に支えあう地域防災の未来」 

池田恵子氏（静岡大学教育学部教授・副学長） 

 講義 「防災先進県静岡を目指して～南海トラフ地震までに目途をつけておきたい課題～」 

        小村隆史氏（常葉大学社会環境学部准教授） 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生まれ

た直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 
 今回は次世代の防災を担う子供たちもスタッフの一員として参画してくれました。受付や講師
の紹介などを担当する中で子供たちは防災・減災に向き合うことの大切さを学びました。また、
多彩な講師陣による多様な防災講座を開催することができました。さらに、静岡県で起こってい
るリニア新幹線についての複雑な断層の危険性などタイムリーな講演があり、一般の市民の
皆さんにも、一緒に考えていただく機会になりました。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 
 開催前日に台風１５号が静岡県に接近し被害が発生したこともあり、参加の人数が半減して
しまい残念でした。その理由だけでなく、集客については工夫が必要だと思われます。講師に
ついては新幹線が不通となり急遽オンラインに変更するなどの対応をして、計画通りの講義を
聞くことができ、内容も充実したものになりました。 

多くの皆さんに災害発生の前に、防災・減災の学習をしていただくために、御前崎災害支援
ネットワークが今までの活動で得たつながりを大切にし、今後もこの防災減災講座を開催して
いきたいと考えます。 

７．参考資料：プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等の現物またはコピー、活動

状況の写真などを、“必ず”、別途、ご提供ください。

 

 


